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基幹工学部　応用化学科

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 2

磁石で水を空中に浮かす　～ 150 年以上誰も気づかなかったこと～

池添　泰弘

　身の回りには磁石に引き付けられるものがたくさんありますが、試し
にクリップを机の上において、磁石を上からそっと近づけてみましょう。
ほとんどの人が、ある瞬間にクリップが磁石に飛びついて引っ付いてし
まうのを経験するでしょう。でも、もっと慎重にゆっくり近づけていけ
ば、クリップを机の上に立たせたような状態だって作ることができます。
さらに慎重に近づけると、、、？
　この授業では、150 年以上もの間、不可能だ
と思われていたことが、どうやって可能になっ
たのか、その一部始終を紹介します。背景には、
何も知らない学生の何気ない一言がありました。
大学では、常に新しいことを研究していますが、
そんな未知の世界を歩く楽しさを存分に感じ
取ってみてください。

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 1

原子約１万個で作ったピラミッド

飯塚　完司

　コンピュータを画期的に改革する技術、また、光通信をものすごく効
率的に利用するための技術、それらを実現できるものが「原子で作った
ピラミッド」です。正式には、量子ドットと言います。幅広いナノテク
の中で、半導体ナノテクノロジーと言われている分野です。
　この授業では、この量子ドットの作り方や利用方法を分かり易く簡単
に講義します。また、現在問題となっていること、そして、その問題の
具体的解決例なども解説し、最先端の半導体ナノテクノロジー技術を紹
介します。
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授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 4

材料が産み出す環境にやさしい未来　～熱エネルギーを電気に変える・蓄える～

内田　祐一

　石器時代、青銅器時代、鉄器時代という歴史
を持ち出すまでもなく、私たちの文明は材料の
進歩とともに発展してきました。デジタル化、
水素社会といった言葉が取りざたされる現代に
おいても、新素材や新材料の応用によって新し
い技術革新が生み出されます。
　例えば、皆さんがこれから暮らしていく「脱
炭素社会」では、熱エネルギーを電気に変換し
たり蓄えるような材料が活躍するでしょう。そ
んな材料を使って簡単な実験を行いながら、身
近にあっても見過ごしがちな「材料」の隠れた
魅力について学びましょう。

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 3

金属を融かして混ぜてみよう

内田　祐一

　皆さんは金属といえば何を思い浮かべますか。身近で材料として使用
されている金属素材は、たいていは複数の金属を混ぜ合わせて作られま
す。ではどうやって金属を混ぜるのでしょうか？金属を混ぜるには数
百℃から 1000℃以上に温度を上げて融かすのです。金属が融けた液体に
も、水溶液で見られるような凝固点降下や過冷却などが現れます。実際
に金属を融かす実験を通じて、少し非日常的で新鮮な体験をしてみませ
んか。
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授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 7

がんと戦う工学

佐野　健一

　日本人の 2 人に 1 人は、がんに罹ると言われています。また 3 人に 1
人は、がんで亡くなります。がん対策は、非常に重要な課題ですが、お
医者さんや薬剤師さんだけが、がんと戦っているのではありません。工
学の分野でも様々な方法でがんと戦っています。この授業では、工学の
分野でがんと戦っているその最前線を化学の分野を中心に紹介します。

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 6

化学の力

大澤　正久

　科学的には、元素や元素が結びついたものを化学物質と呼びます。で
すから、自然のものも、人間が作ったものも、全てが化学物質です。
　私たちの身の回りにある、食品・衣料・スマートフォンなどは「化学
の力」を用いて合成された化学物質から作られています。化学物質とい
うと、悪いイメージが先行しますが、この授業では未来を創ることがで
きる「化学の魅力」を紹介します。

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 5

光るものづくり： 有機 EL の仕組み

大澤　正久

　光は我々の生活、延いては生命にとってもかかせないものです。
　この授業では、「物が光る」という基本的な発光現象から、最近エコ
技術として注目されている LED、有機 EL、太陽電池の仕組みまで解説
していきます。
　ニュートンも解き明かすことができな
かった「光の正体」に迫りましょう。
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授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 8

試験管のなかの地球～人工進化実験～

佐野　健一

　地球ができて、10 億年後には早くも生き物がいた証拠が残っています。
私 た ち 生 き 物 は、 地 球 の
誕生とともに歩んできまし
た。もし、もうひとつの地
球があって、別の進化を遂
げたらどうなっていたので
しょうか？この授業では、
この “ もし ” を試験管の中
で再現する人工進化実験に
ついて、実例を交えて紹介
します。

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 9

電池のしくみを知る

白木　将

　わたしたちの生活に電池は欠かせません。こどもの頃には、電池で動
くおもちゃで遊び、大人になった今ではスマートフォンやモバイルパソ
コンで利用しています。自動車のエンジンを始動するときにも電池は必
要です。電池の中身はどのようになっているのでしょうか。この授業で
は、電池の種類や電池が動く仕組み、そして未来の電池について紹介し
ます。その仕組みを知れば、電池を長持ちさせて上手に使うことができ
るでしょう。
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授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 11

植物がもつ光エネルギーの獲得戦略

芳賀　健

　動物のように自由に移動できない植物は、自身が育つ環境にうまく適
応するために、様々な環境適応能力を備えています。光の方向に成長す
る光屈性もその一つです（写真左）。より効率的に太陽の光エネルギーを
獲得するために、植物は光に向かって成長します。どのようにして光に
向かって成長するかについては、まだまだ不明な点が多く残されていま
すが、植物が体内で作り出す化学物質である植物ホルモン・オーキシン
が大切な働きをしていると考えられています（写真右）。最近の知見と合
わせて、これらの仕組みを紹介します。

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 10

生物に学ぶ低環境負荷なものづくり

新倉　謙一

　これからのものづくりは機能の追求だけでなく、環境への負荷が低い
ことが強く求められています。その解決法として、生物に学ぶものづく
りが注目されています。生物は長い進化の中で、限られた素材から高機
能の物質を生み出しています。そしてそれらは自然と共存しうる、環境
に負荷のかからない方法で作り出されています。この授業ではいくつか
の例を挙げながら、分かりやすく生物に発想を得たものづくりを紹介し
ます。生物を観察することが好きな人、そんな人から新しい材料開発が
はじめるかも知れません。
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授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 12

マイクロ・ナノプラスチックの環境・人体への影響について一緒に考えよう

伴　雅人

　身の回りを見るとプラスチック製品が溢れていますね。コンビニ袋な
どのなんらかのプラスチックごみを捨てない日はないと思います。現在、
このプラごみが非常に大きな環境問題となっています。全世界で海に流
れ出るプラごみは年間 800 万トン、このままでは 2050 年には海洋中の
プラごみが魚の量を上回ると言われています。このプラスチックは海中
で砕かれてマイクロプラスチック、さらに分解されて 100nm 未満のナ
ノプラスチックとなり、魚介類の体内に取り込まれ、発育不良や繁殖力
の低下、肝臓障害などの原因になっています。人間は、食物連鎖の最後
に位置しているためもっとも事態は深刻です。1 週間で約 5g のプラス
チック（クレジットカード 1 枚分）を人は摂取しているという報告もあ
るのです。それなのに、人の健康への影響に関する検証はほとんど進ん
でいません。この授業では、いったい今プラスチック汚染はどこまで進
んでおり、人体にどのような影響があるのか、我々は今まさに何をする
べきなのか、について概説します。皆さんがこれから生きていく地球そ
して自分たちの健康を守るために、一緒に考えてみましょう。

授 業 番 号

題 目

担 当 者

授 業 概 要

Ｃ 13

自動車に見るナノテク技術

渡部　修一

　最近、よく耳にするナノテク（ナノテクノロジー）技術は、２１世
紀の生活に重要な役割を果たすことが期待されています。この技術は、
近い将来の環境問題に対応するクリーンエネルギーを生み出す技術と
しても活用されています。
　ここでは、特に自動車に焦点を絞り、自動車に活かされている最新
のナノテク技術（燃料電池車を中心として）を紹介します。


